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Q. 通しダイアフラム板厚と内ダイアフラム板厚の決定基準は何故違うか？

A.
通常は、通しダイアフラム板厚は梁フランジ板厚の２サイズアップとし、内ダイアフラム板厚は、梁
フランジ板厚の１サイズアップの指定が多くなっています。こうした決定基準の違いは以下の理由
によるものです。
建設省告示1464号により、「通しダイアフラムと梁フランジの溶接（突合せ継手）は、通しダイアフラ
ムの板厚内部で溶接をしなければならない」という規定があります。このため、製作誤差を考慮し
て、梁フランジより２サイズアップ（３サイズの場合も有り）した板厚が多くなっています。一方、内ダ
イアフラム－梁フランジの仕口は、ずれをある範囲内で許容しているため、上記より緩和された板
厚（１サイズアップ等）とすることが多いようです。
板厚を増すことは、製作側のリスク回避策といえますが、設計図確定後の変更は難しいため、近
年では設計者が先取りした形で図面に表現しています。
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この場合において、通しダイアフラ
ムと梁フランジの溶接部は、梁フ
ランジは通しダイアフラムの厚み
の内部で溶接しなければならない。
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